
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度第１回青森県原子力施設 

環境放射線等監視評価会議監視委員会 

 

 

 

 

議  事  録 

 

 

 

１ 開催日時  平成２８年６月１７日（金）１４：００～１６：００ 

 

２ 開催場所  青森国際ホテル ３階 萬葉の間 

 

３ 議  事 

（１）原子力施設環境放射線調査結果について（平成２７年度第３四半期報） 

（２）東通原子力発電所温排水影響調査結果について（平成２７年度第３四半期報） 

 

４ その他 

（１）原子燃料サイクル事業の現在の状況について 

（２）東通原子力発電所の現在の状況について 

（３）リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況について 
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発言者等 発  言  内  容  等 

司 会 

原子力安全対策課 

神総括主幹 

 平成２８年度第１回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議監視

委員会を開会いたします。 
 開会にあたりまして佐々木副知事から御挨拶申し上げます。 
 

佐々木副知事 県の副知事を務めております佐々木でございます。 

委員会冒頭、御挨拶をさせていただきますが、まずもって挨拶に先立

ちまして、去る５月３日に御逝去されました、東北大学名誉教授の故戸

田三朗氏に謹んで哀悼の意を表するものであります。 

故戸田先生には永年にわたり青森県原子力施設環境放射線等監視評価

会議に委員として、原子力工学の視点からの多大なる御指導、御助言等

をいただいて参りました。 

これまでの御尽力に感謝を申し上げ、心から御冥福をお祈り申し上げ

ます。 

それでは、本日の委員会を開催するに当たり一言御挨拶を申し上げま

す。委員の皆様には、大変御多忙のところ御出席をいただき、誠にあり

がとうございます。また、常日頃から原子力行政をはじめとして県政各

般にわたりまして格別の御理解、そして御協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

県におきましては、今年度の組織改正において、災害対策、危機管理

対策及び原子力安全対策の充実、強化を図り、県民の安全、安心を総合

的に向上させるため危機管理局を創設し、より効率的、機動的かつ強力

な執行体制をスタートさせたところでございます。 

今後とも県民の安全の確保を第一に考え、環境放射線の監視など引き

続き原子力安全対策の充実に努めて参りますので、よろしくお願い申し

上げます。 

さて、原子力施設周辺地域における住民の安全確保と環境の保全を図

るため、県では、環境放射線等の監視を実施し、その結果について、評

価委員会で専門的・技術的見地から評価をいただき、さらに、この監視

委員会で御確認いただいた上で、広く県民に公表をさせていただいてお

るところでございます。 

本日は、平成２７年度第３四半期の調査結果について、御確認いただ

くこととしておりますので、忌憚のない御意見を賜りますようよろしく

お願いいたします。また、各事業者からは、最近の状況などについて報

告をいただく予定としております。委員の皆様には一層の御指導をお願

い申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。 
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司 会 

 

それでは、この度、新たに委員になられた方を御紹介いたします。 

県議会総務企画危機管理委員長の阿部広悦委員です。 

 

阿部委員 阿部でございます。よろしくお願いいたします。 

 

司 会 三沢市議会議長の小比類巻正規委員です。 

 

小比類巻委員 小比類巻です。よろしくお願いいたします。 

司 会 また、本日欠席となっていますが、東通村尻労漁業協同組合代表理事

組合長の吉野正男委員が新たに委員となっております。よろしくお願い

いたします。 

続きまして、お手元にお配りしております資料を確認させていただき

ます。 

上から順に、次第、席図、出席者名簿、資料１．会議の状況、資料２．

環境放射線モニタリングの流れ、白い冊子で原子力施設環境放射線調査

報告書（平成２７年度第３四半期報）、水色の冊子で東通原子力発電所温

排水影響調査結果報告書（平成２７年度第３四半期報）、続きまして、参

考資料１．原子燃料サイクル事業の現在の状況について、参考資料２．

東通原子力発電所の現在の状況について、参考資料３．リサイクル燃料

備蓄センターの現在の状況について、最後になりますが、広報誌モニタ

リングつうしんあおもり１００号となります。 

不足の資料がございましたらお申し出ください。よろしいでしょうか。

委員の皆様におきましては、御発言の際はマイクをお持ちいたします

ので、マイクの使用をお願いいたします。 

それでは、本日の会議は会長が欠席しておりますので、副会長の佐々

木副知事に議長をお願いすることといたします。佐々木副知事、よろく

お願いいたします。 

 

議 長 

佐々木副知事 

それでは、会議の議長を務めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。まず、議事に入る前に前回の監視委員会及び評価委員会の概

要について、事務局から報告をお願いいたします。 

 

事 務 局 
原子力安全対策課 

松田課長代理 

事務局原子力安全対策課課長代理の松田でございます。それではお手

元の資料の１．会議の状況とされた資料に基づきまして御説明申し上げ

ます。 
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まず、１ページ目から３ページ目まででございますが、前回の当監視

委員会の概要でございます。引き続きまして、４ページを御覧いただき

たいと思います。 

前回の評価委員会の概要ということで、去る４月２６日に青森市にお

いて委員２３名の御参加のもと行われました前回評価委員会の概要につ

いて記載してございます。 

中段の５．概要のところでございます。（１）議事のところでございま

すが、まず、アといたしまして、原子力施設環境放射線調査結果につき

ましては以下（ア）、（イ）、（ウ）の各施設につきまして、それぞれ記載

のとおり評価を受けてございます。 

詳細につきましては、本日別冊の白い冊子、報告書に基づきまして各

委員の皆様方にご説明申し上げる予定としてございますので、ここでの

説明は割愛させていただきます。 

私からは同じく４ページの下段にございます当日の各委員の皆様方か

らの質疑に対する応答につきまして、御紹介申し上げます。 

まず、１つといたしまして、委員から空間放射線量率測定結果が過去

の測定値の範囲を上回った事象に関連しまして、過去の測定値の最大値

を観測した時期について質問がございまして、県から概ね第３四半期に

最大値を観測していると回答をさせていただいております。 

次に、過去の測定値の範囲を上回った測定値が観測された時の、天候

及び積雪について質問がございまして、県から雪またはみぞれが降って

いたものの、積雪までは至っていなかったと回答いたしました。 

それから、本日後程もうちょっと詳しい御説明を予定してございます

が、委員からβ線ガスモニタの校正試験の詳細について質問があり、県

からモニタの感度確認にはγ線源であるバリウム－１３３を用いてきた

ところであるが、精密点検で感度の低下が確認されたことから、外部機

関でクリプトン－８５を用いた実ガス校正を実施したものであり、その

結果、感度の低下は確認されなかったとの回答がございました。 

また、５ページに参りまして、今後の対応について質問があり、県か

ら今後の感度確認は、バリウム－１３３よりγ線エネルギーが高いセシ

ウム－１３７やクリプトン－８５と同じβ線源の塩素－３６を用いて行

っていくと回答いたしました。 

次に、同じく５ページでございます。イ．東通原子力発電所温排水影

響調査結果につきまして、記載のとおりとなってございます。この点に

つきましても本日おって別冊の水色の冊子によりまして、皆様方に詳し

く御説明申し上げる予定としてございます。 

次に、５ページの（２）その他についてでございますが、アからウま

での各施設の現状について説明がございました。これらの施設の現状に

つきましては、本日改めて最新の状況を各事業者の方々から御説明をさ
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せていただく予定としておりますので、よろしくお願いいたします。 

最後に、５ページのその他の最終パラグラフでございますが、委員か

らの御質問について御紹介いたします。 

委員から再処理施設の一般共同溝における埋込金物の浮き上がりの調

査について質問がございまして、日本原燃株式会社から一般共同溝以外

の再処理施設の埋込金物について、外観検査等では異常がなかったこと

を確認しており、現在、超音波探傷検査を実施中であるとの回答がござ

いました。 

 私からは以上でございます。 

議 長 ありがとうございます。ただいまの報告につきまして、何か御質問ご

ざいますでしょうか。それでは次に移らせていただきます。 

続いて、県と事業者で実施している、環境放射線モニタリングの概要、

年度初めの委員会でございますので、この機会に事務局から説明をお願

いいたします。 

 

事 務 局 
原子力安全対策課 

木村課長 

原子力安全対策課長の木村です。それでは、資料２と記載されたＡ３

判のカラーの資料を御準備ください。これは今回初めてお配りする資料

ですが、環境放射線モニタリングについて委員の皆様に理解を深めてい

ただくため、今後、年度の最初の監視委員会において御説明することと

いたします。 

はじめに環境放射線モニタリングの目的ですが、資料の一番上に記載

していますとおり、原子力施設から放出される放射性物質などによる周

辺環境への影響について監視するものです。 

次に赤枠内を御覧ください。 

モニタリングは大きく環境試料の放射能分析と空間放射線量率の測定

に分けられます。環境試料の放射能分析では、県、事業者合わせて年間

約３０種類の約１２００検体の環境試料について放射性物質等の分析測

定を行っております。 

空間放射線量率の測定では、県内２５箇所に設置している測定局にお

いて、空間放射線量率、これは時々刻々の放射線量を１時間当たりに換

算したものですが、この空間放射線量率や気象状況を連続して測定して

います。 

これらの測定結果を集計、解析したうえで、四半期毎にそれぞれの施

設に応じた評価方法に基づいて、施設からの影響の有無や、過去の測定

値と比べてどの程度の水準であるかなどを検討し、年度毎に施設に起因

する放射線及び放射性物質による周辺住民等の線量を推定、評価してい

ます。 

右上の青枠内を御覧ください。このようなモニタリングの結果は、県
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が設置した青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議において、四半

期毎に評価、確認しています。まずは、原子力等の専門家２５名で構成

する評価委員会において、専門的、技術的な事項について評価し、その

後、皆様御出席の監視委員会において評価委員会での評価結果について

御確認いただいています。 

また、空間放射線量率につきましては、県のホームページにおいてリ

アルタイムでデータを公表している他、モニタリング結果全体について、

新聞広告や本日もお配りしているパンフレットのモニタリングつうしん

あおもりなど、様々な方法で広く県民に公開しています。 

以上が青森県の環境放射線モニタリングの概要です。 

 

議 長 ただ今、モニタリングの流れについての説明がありました。何か御質

問ありますでしょうか。それでは早速議事に入らせていただきます。 

議事の１．原子力施設環境放射線調査結果について事務局及び事業者

からの説明をお願いいたします。 

 

事 務 局 
原子力安全対策課 

木村課長 

それでは、平成２７年度第３四半期の環境放射線調査報告書について

御説明いたします。白い冊子を御準備ください。まず、事務局から調査

結果について御説明し、引き続き事業者からそれぞれの施設の操業、運

転状況について御説明いたします。 

目次の後のピンクのページをお願いいたします。原子燃料サイクル施

設について取りまとめています。 

３ページをお願いいたします。１．調査概要です。実施者は青森県原

子力センター及び日本原燃株式会社。期間は平成２７年１０月から１２

月までの第３四半期です。内容、測定方法につきましては、記載のとお

りです。４ページと５ページには空間放射線及び環境試料中の放射能と

フッ素の調査地点数及び検体数をそれぞれ表にまとめています。 

６ページをお願いいたします。２．調査結果です。去る４月２６日に

開催されました評価委員会において、平成２７年度第３四半期における

環境放射線等の調査結果は、これまでと同じ水準であった。原子燃料サ

イクル施設からの影響は認められなかった。と評価されています。 

それでは調査項目毎に御説明いたします。 

はじめに（１）空間放射線の測定結果です。７ページの図２－１にモ

ニタリングステーションによる測定結果、８ページの図２－２にはモニ

タリングポストによる測定結果を示しています。平常の変動幅を上回っ

た測定値は、すべて降雨等によるものと考えています。また、尾駮局を

はじめ多くの地点で過去の測定値の範囲を上回りました。これらはすべ

て降雨雪とともに落下した天然放射性核種の影響と考えており、後ほど
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付１で詳しく御説明いたします。９ページの図２－３、モニタリングカ

ーによる測定結果については、定点測定において、過去の測定値を上回

った測定値がありましたが、周辺環境等に変化は認められず、過去の測

定結果の変動を考慮すると、これまでと同程度であったと考えています。

１０ページの図２－４、ＲＰＬＤによる積算線量の測定結果については、

すべて平常の変動幅の範囲内でした。 

１１ページをお願いいたします。（２）環境試料中の放射能の測定結果

について取りまとめています。１３ページの表２－１、大気浮遊じん中

の全α及び全β放射能、表２－２、大気中の気体状β放射能及び表２－

３、大気中のヨウ素－１３１測定結果については、いずれも平常の変動

幅の範囲内でした。なお、青森局において、平成２７年１２月７日から

１２月２８日までに採取した試料について、ダストモニタの配管の不適

切な接続により、集じん後の大気の一部が採取試料に混入したと考えら

れるため、この期間の大気浮遊じん中全α及び全β放射能、大気中ヨウ

素－１３１の測定結果は参考値といたしました。これについては、後ほ

ど付２で御説明いたします。大気中の気体状β放射能測定につきまして

は、青森局において、クリプトン－８５に対する感度の確認のため、検

出器を取り外して校正試験を行ったことから、その期間、平成２７年 

１２月１０日から１２月３１日までの測定値は欠測といたします。次に、

機器分析及び放射化学分析です。比較対照、青森市の大気浮遊じんの測

定結果については、先ほどと同じ理由により参考値としています。γ線

放出核種分析のうち、１４ページの表２－４－１、セシウム－１３４の

測定結果についてはすべてＮＤであり、平常の変動幅の範囲内でした。

１５ページの表２－４－２、セシウム－１３７の測定結果については、

平常の変動幅の範囲内でした。その他の人工放射性核種については、す

べてＮＤでした。１６ページの表２－５、トリチウム、表２－６、炭素

－１４、１７ページの表２－７、ストロンチウム－９０、１８ページの

表２－９、プルトニウム、１９ページの表２－１０、アメリシウム－ 

２４１、表２－１１、キュリウム－２４４の測定結果については、いず

れも平常の変動幅の範囲内でした。表２－１２、ウラン分析結果につい

ては、比較対照、青森市の松葉が平常の変動幅を下回りましたが、天然

に存在するウランの自然変動によるものと考えています。 

２０ページには（３）環境試料中のフッ素について記載しています。

２１ページの表２－１３、大気中の気体状フッ素及び表２－１４、環境

試料中のフッ素の測定結果については、いずれも平常の変動幅の範囲内

でした。 

以上が原子燃料サイクル施設に係る調査結果です。 

 

続きまして、東通原子力発電所の調査結果です。 
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緑色のページをめくっていただき、９３ページをお願いいたします。

１．調査概要です。実施者は青森県原子力センター及び東北電力株式会

社です。期間、内容、測定方法につきましては記載のとおりです。９４

ページと９５ページには、空間放射線及び環境試料中の放射能の調査地

点数と検体数をそれぞれ表にまとめています。 

９６ページをお願いいたします。２．調査結果です。平成２７年度第

３四半期における環境放射線の調査結果は、これまでと同じ水準であっ

た。東通原子力発電所からの影響は認められなかった。と評価されてい

ます。 

調査項目毎にご説明いたします。 

（１）空間放射線の測定結果です。９７ページの図２－１にはモニタ

リングステーションによる測定結果、９８ページの図２－２にはモニタ

リングポストによる測定結果を示しています。平常の変動幅を上回った

測定値は、すべて降雨等によるものと考えています。こちらについても

老部局はじめ多くの地点で過去の測定値の範囲を上回りましたが、天然

放射性核種の影響と考えています。後ほど付１で御説明いたします。 

９９ページの図２－３、モニタリングカーによる測定結果は、過去の測

定値の範囲内でした。１００ページの図２－４、ＲＰＬＤによる積算線

量の測定結果については、すべて平常の変動幅の範囲内でした。 

１０１ページをお願いいたします。（２）環境試料中の放射能測定結果

です。１０２ページの表２－１、大気浮遊じん中の全β放射能測定結果、

表２－２、大気中のヨウ素－１３１測定結果については、平常の変動幅

の範囲内でした。γ線放出核種分析のうち、１０３ページの表２－３－

１、セシウム－１３４の測定結果については、すべてＮＤであり、平常

の変動幅の範囲内でした。次のページをお願いいたします。表２－３－

２、セシウム－１３７の測定結果についても、すべてＮＤであり、平常

の変動幅の範囲内でした。その他の人工放射性核種もすべてＮＤでした。

１０５ページの表２－４、ヨウ素－１３１、表２－５、トリチウム、 

１０６ページの表２－６、ストロンチウム－９０、表２－７のプルトニ

ウムの測定結果については、いずれも平常の変動幅の範囲内でした。 

以上が東通原子力発電所に係る調査結果です。 

 

続きまして、リサイクル燃料備蓄センターの調査結果です。 

水色のページをめくっていただき、１５７ページをお願いいたします。

１．調査概要です。実施者は青森県原子力センター及びリサイクル燃料

貯蔵株式会社です。期間、内容、測定方法につきましては、記載のとお

りです。１５８ページには、空間放射線及び環境試料中の放射能の調査

地点数と検体数を表にまとめています。 

１５９ページをお願いいたします。２．調査結果です。平成２７年度
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第３四半期おける環境放射線の調査結果は、これまでと同じ水準であっ

た。と評価されています。 

調査項目毎に御説明いたします。 

（１）空間放射線の測定結果です。１６０ページの図２－１、モニタ

リングポストによる空間放射線量率測定結果を示しています。平常の変

動幅を上回った測定値はすべて降雨等によるものと考えています。図２

－２、ＲＰＬＤによる積算線量測定結果については、すべて平常の変動

幅の範囲内でした。 

１６１ページをお願いいたします。（２）環境試料中の放射能の測定結

果です。γ線放出核種分析のうち、表２－１－１、セシウム－１３４及

び表２－１－２、セシウム－１３７の測定結果については、いずれも 

ＮＤであり、平常の変動幅の範囲内でした。その他の人工放射性核種に

ついてもすべてＮＤでした。 

以上がリサイクル燃料備蓄センターに係る調査結果です。 

 

続きまして、２１３ページの黄色のページをお願いいたします。この

ページには本報告書に掲載している付の一覧を示しています。付につき

ましては時間の関係もありますので、要点のみ御説明をいたします。 

２１５ページをお願いいたします。付１．空間放射線量率測定結果に

ついてです。県、日本原燃、東北電力の測定局計１１局において、１２

月４日又は１２月１７日の測定値が過去の測定値を上回ったことから、

その要因について調査しました。表１にはこれらの測定局における今四

半期の最大値を示しています。 

次に、２．検討結果です。 

（１）として、空間放射線量率測定における天然放射性核種の影響に

ついて記載しています。次のページから２１８ページにかけまして、空

間放射線量率と天然放射性核種であるビスマス－２１４という放射性核

種からの放射線の計数率、ここの資料ではＳＣＡ（Ｂｉ）と記載してご

ざいますが、その両者の推移、それから相関関係を示しています。両者

の推移を見ますと、同様の変動パターンを示しております。また相関関

係では非常によい直線的な相関が見られております。このようなことか

ら今回の空間放射線量率の上昇は、天然放射性核種の影響によるものと

考えています。また、これ以外の測定局におきましても、この期間、空

間放射線量率の上昇が見られており、広域的な現象と考えています。 

２１８ページの（２）を御覧ください。γ線スペクトルの解析結果を

示しています。図２に、尾駮局における空間放射線量率が上昇した時の

γ線スペクトル、それと上昇が見られない通常時のγ線スペクトルを示

しています。空間放射線量率が上昇した１２月１７日のスペクトルでは、

図では、この上の方のスペクトルになりますが、鉛－２１４であります
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とか、ビスマス－２１４などの天然放射性核種のピークが通常時よりも

大きくなってございますが、人工放射性核種のピークは認められていま

せん。他の測定局においても、同様に人工放射性核種のピークは認めら

れませんでした。 

（３）原子力施設からの影響についてですが、県内の原子力施設から

の異常な放出はありませんでした。 

（４）は、当日の気象状況について示しています。図３には、１２月

１７日９時の天気図を示しています。この日は西高東低の冬型の気圧配

置になっていまして、北日本から西日本の広い範囲に大陸からの寒気が

流れ込み、日本海側の広い範囲で雪が観測されました。また、上空の寒

気に加え、地表付近に暖気が、暖かい空気ですね、暖気が残っていたた

め、対流活動が活発になり、雪雲が発達しやすい状況となっていました。

右の図４には、１７日の１８時及び１９時の降水強度分布を示していま

す。地表付近では北西方向からの風と南西方向からの風、これ矢印で示

しております。その風が津軽半島や下北半島上空でぶつかり、そこで雲

が発達していることが分かります。図の黒くなっている部分です。１７

日の１９時に空間放射線量率が最大値を示した尾駮局などでは、この時

間帯、１時間に４ミリ前後の比較的強い降雨雪が観測されており、この

図の降水強度分布とほぼ一致しました。 

次に（５）として、大陸性気団の流入の可能性についてです。次のペ

ージの図５をお願いいたします。この図は、１２月１７日の３時から 

２４時までに、尾駮局付近への大気の流れについて示しています。この

線の矢印の線のところが大気の流れです。多くの時間帯で、中国大陸を

経由して大気が流れ込んでいる様子が分かります。中国大陸東部地区に

おける冬期の大気中ラドン濃度は、一般的に日本列島よりも高く、この

ような大気が北西からの季節風とともに流入することにより、日本の大

気中ラドン濃度が影響を受けているとの報告があり、今回も大気中のラ

ドン濃度が高い中国大陸からの大気が流入していたことが考えられま

す。なお、ここでいうラドンと申しますのは、天然の放射性核種で、先

ほど御説明いたしましたビスマス－２１４の親核種となります。 

最後に、３の結論ですが、これまで御説明したとおり、今回、空間放

射線量率が計１１局で過去の測定値の範囲を上回ったのは、降雨雪に取

り込まれて地表面に落下した天然放射性核種の影響によるものと考えて

います。 

以上が付１です。 

 

次に、付２といたしまして、次のページをお願いいたします。モニタ

リングステーション青森局における大気浮遊じん中の放射能測定値の低

下についてです。 
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１．はじめにでございますが、原子燃料サイクル施設に係るモニタリ

ングにおいては、モニタリングステーションのダストモニタにより大気

浮遊じん中の全α及び全β放射能の連続測定を行い、また、そこで採取

した試料について核種分析や大気中ヨウ素－１３１の測定を行っていま

す。今回、モニタリングステーション青森局、比較対照として設置して

おります青森局で採取した１２月の大気浮遊じん中の全α放射能、全β

放射能が他の５局に比べ低い値になったため調査を行ったところ、試料

採取が適切に行われていないことが判明しましたので、その原因と対策

及び測定値の取扱いについて御説明いたします。 

測定結果につきましては、２．放射能測定結果に記載しています。図

１を見ていただくと簡単なのですが、黒丸が青森局の測定値でございま

して、矢印で示した期間、特に下側の全β放射能が他の局に比べて低く

なっていることが分かります。 

次のページに行っていただきまして、下の方の、３．原因の対策につ

いてです。 

まず、（１）青森局に設置している機器の状況を御説明いたします。 

青森局には、ダストモニタの他に大気中の気体状β放射能を測定する

ためのβ線ガスモニタも設置しておりまして、ダストモニタと吸排気の

配管を共有しています。今回、β線ガスモニタについて、外部機関で校

正試験を行うため検出器を取り外しましたが、その間、ダストモニタは

通常どおりの測定を行っていました。 

次のページの（２）には、これまでの経緯を詳しく記載していますの

でここでは割愛させていただきます。 

（３）の発生原因です。次のページの図３を御覧ください。こちらに

ダストモニタ及びβ線ガスモニタの概略と採取している大気試料の流路

を示しています。左側が通常時、右側が今回、検出器を取り外した時の

状態です。左側の通常時は、吸気口から入った大気はまず２つに分岐さ

れ、一方はダストモニタとヨウ素モニタ、もう一方はβ線ガスモニタを

通り、その後再び合流し排気口から排出される流れとなっています。今

回、右の図のように、点検業者がβ線ガスモニタの検出器を取り外した

際に、接続していた吸気と排気の配管それぞれを閉止すべきところを、

右の図の点線の丸のように両者を繋いでしまったために、白い矢印で示

すような流れができてしまって、ダストモニタとヨウ素サンプラを通っ

た排気の一部がまた吸気に混入することとなり、大気試料の採取量が減

少したことが測定値低下の原因と考えられます。 

（４）は県の対応にかかる問題点について、記載の３点について整理

しています。 

これらの原因や問題点を踏まえ、（５）に今後の対策をまとめました。

まず、測定器側の対策としまして、ダストモニタとβ線ガスモニタのど
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ちらかが停止した場合などに排気が逆流しないよう閉止栓などを取り付

けることといたしました。保守管理上の対応といたしましては、今回の

β線ガスモニタの校正のように、非定常の作業については事前に点検業

者に対して作業計画書を作成させ、他の測定へ影響を与える可能性等に

ついて協議することとし、点検業者に指示いたしました。また、異常が

疑われる測定値が得られた場合には、経過観察とせず速やかに点検業者

に測定器の調査を指示するとともに、当該測定器以外の要因について検

討することとし、県のマニュアルに記載いたしました。 

最後に、４．測定値の取扱いについてです。 

（１）の大気浮遊じん中の全α及び全β放射能測定結果、（２）の核種

分析結果、（３）の大気中ヨウ素－１３１測定結果いずれにつきましても

ダストモニタの配管の不適切な接続により集じん後の大気の一部が採取

試料に混入したと考えられることから、当該期間の測定値を参考値とい

たします。なお、核種分析結果につきましては、すべて定量下限値未満

であることは確認できました。 

本件につきましては、県としても対応に至らない点がありました。今

回の事象を関係者間で共有し、今後このようなことがないよう再発防止

に努めて参ります。 

私からは以上です。 

 

日本原燃㈱ 

安全本部 

岡村副本部長 

日本原燃の岡村でございます。同じく白い冊子、平成２７年度第３四

半期報の５５ページをお開きください。５５ページからが第３四半期に

おける原子燃料サイクル施設の操業状況となります。 

それでは、次の５６ページをお開きください。まず、ウラン濃縮工場

の操業状況でございます。ＲＥ－２Ａにおいて、※５のとおり、１５０

トンＳＷＵ／年のうち初期導入分の７５トンＳＷＵ／年が生産運転を行

っております。それ以外は運転停止中でございます。次の５７ページの

上の表はウラン濃縮施設における放射性物質及びフッ素化合物の放出状

況です。ウラン、フッ素化合物ともに気体、液体とも平均濃度はアスタ

リスクであり検出されておりません。また、下の表のその他の施設（研

究開発棟）につきましてもすべて検出されておりません。 

次の５８ページからは低レベル放射性廃棄物埋設センターの操業状況

でございます。第３四半期の合計の受入れ数量は５，１４４本、埋設数

量は５，７２０本でございました。その下の表の放射性物質の放出状況

でございますが、気体、液体ともに放出にかかるような作業は発生して

おらず、放出実績無しでした。次の５９ページは地下水中の放射性物質

の濃度の測定結果です。７地点の地下水監視設備で、トリチウム、コバ

ルト－６０、セシウム－１３７を測定しておりますが、いずれも検出さ

れませんでした。 
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次の６０ページは高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターの操業状況

でございます。第３四半期におけるガラス固化体の受入れ数量は０本、

ガラス固化体の管理数量は２８本でした。その下の表の放射性物質の放

出状況について、気体の放射性ルテニウム、放射性セシウムともに検出

されませんでした。 

次の６１ページからは再処理工場の操業状況でございます。 

使用済燃料の受入れについて第３四半期の使用済燃料の受入れ量は、

ＰＷＲ燃料、ＢＷＲ燃料とも０体でございました。再処理量についても

０体でございます。次の６２ページでございますが、第３四半期の製品

の生産量は０トンウラン、及び０キログラムでございます。下の表は放

射性物質の放出状況のうち、放射性液体廃棄物の放出量です。第３四半

期はトリチウム及びヨウ素－１２９が検出されています。放出量は表中

の数値のとおりでありまして、これまでとほぼ同等のレベルでした。年

度合計値を年間放出管理目標値と比べますと、トリチウムは約２３万分

の１、ヨウ素－１２９は約５千６百分の１でございました。次の６３ペ

ージは放射性気体廃棄物の放出量でございます。第３四半期はトリチウ

ムが優位に放出されております。放出量は表中の数値のとおりであり、

これまでとほぼ同等のレベルでした。年度合計値を年間放出管理目標値

と比べますと、約２万１千分の１でございました。 

続く６５ページ以降は参考資料となりますので、後ほど御確認いただ

ければと思います。 

以上でございます。 

 

東北電力㈱ 

東通原子力発電所 

小笠原副所長 

それでは、続きまして東北電力の小笠原でございます。資料同じく、

同じ資料の１３１ページをお開きください。こちらが東通原子力発電所

の運転状況になります。次のページ１３２ページ（１）、原子力発電所の

運転保守状況ということでございます。東通原子力発電所につきまして

は、第４回定期検査中でございまして、今期の発電実績はございません。

次のページ、１３３ページを御覧ください。上の段、放射性物質の放

出状況の（２）①放射性気体廃棄物の放射性物質の放出量でございます。

上から希ガス、ヨウ素－１３１、トリチウムでございますが、第３四半

期につきましては、希ガス、ヨウ素は検出されてございません。トリチ

ウムにつきましては表中の数字のとおりでございますが、平常の範囲内

でございます。 

続きまして、下の段、②放射性液体廃棄物の放射性物質の放出量でご

ざいます。上段がトリチウムを除く全放射能でございます。こちらにつ

きましては、第３四半期検出されておりません。トリチウムにつきまし

ては、表中数値のとおりでございまして、これも過去の放出量と同程度

のレベルでございます。 
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続きまして、１３４ページ以降は参考資料となってございますので、

後ほど御確認いただければと思います。 

以上でございます。 

 

議 長 ありがとうございました。ただ今、事務局及び事業者の皆さんから説

明がございました。御質問あればお受けいたします。 

お願いします。 

 

大桃委員 質問ではございません。むしろコメントというか確認ということです

けれど、この白い冊子の２１５ページ、木村課長から御説明をいただい

たところでございますが、この表１の表のちょうど真ん中あたりに測定

値というのがございます、１４１、９３、９５というように数字が並ん

でおりますけれど、それとすぐその横の過去の測定値の範囲というのを

見比べますと、おっしゃるように今回の測定値が一般にかなり高いとい

うことが分かります。これは天然の放射性核種であるラドン及びその子

孫核種によるものであるという御説明でございました。 

ラドンは無色透明でございますので、目には見えません。しかし、ラ

ドンと直接関係がないかもしれませんが、中国大陸から黄砂が運ばれて

きているということは、目に見える形で時々実感することができます。

恐らくラドンガスも気流に乗って運ばれてきたということは十分に考え

られますので、木村課長の御説明は非常に妥当なものだと受けとめます

ので、それだけお伝えしておきたいと思います。 

議 長 ありがとうございます。その他、御質問、御意見ございませんでしょ

うか。よろしいですか。それでは調査結果につきましてそれぞれの施設

毎に確認をさせていただきます。 

まずは原子燃料サイクル施設に係る調査結果についてであります。白

色の冊子６ページでございます。平成２７年度第３四半期の調査結果に

ついては、６ページに記載のとおり環境放射線等はこれまでと同じ水準

であった。原子燃料サイクル施設からの影響は認められなかった。とす

ることを確認したいと思いますが、よろしゅうございますでしょうか。

（異議なしの声） 
それでは、そのように確認をさせていただきます。 

 

 次に、東通原子力発電所に係る調査結果についてであります。これは

冊子の９６ページになります。東通原子力発電所に係る調査結果につき

ましては、平成２７年度第３四半期の調査結果でございます。環境放射

線はこれまでと同じ水準であった。東通原子力発電所からの影響は認め
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られなかった。とすることを確認したいと思いますが、よろしゅうござ

いますでしょうか。 

（異議なしの声） 
では、そのように確認をいたします。 

 

 最後に、リサイクル燃料備蓄センターに係る調査結果についてであり

ます。これは１５９ページになります。平成２７年度第３四半期の調査

結果については、環境放射線はこれまでと同じ水準であった。とするこ

とを確認したいと思いますが、よろしゅうございますでしょうか。 

（異議なしの声） 
では、そのように確認をいたします。 

 そのように確認させていただきます。次の議題に移らせていただきま

す。議事の２．東通原子力発電所温排水影響調査結果について、説明を

お願いいたします。 

 

事 務 局 

水産振興課 

對馬課長 

水産振興課長、對馬でございます。 

平成２７年度第３四半期に実施しました温排水影響調査の結果につい

て、お手元の水色の冊子、東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書

平成２７年度第３四半期報に基づき御説明いたします。なお、原子力発

電所が運転停止中であり、温排水が出ていない状態での調査結果です。

１ページをお開きください。調査概要を記載しております。調査期間

は県が平成２７年１１月１７日、東北電力が１０月１日から１２月３１

日までとなっております。（３）の調査項目、お開きいただきまして２ペ

ージ以降の（４）調査位置、調査方法につきましては、前回の平成２７

年度第２四半期報と同様でございます。 

次に１０ページから１２ページに今回実施しました調査結果の概要を

記載していますが、内容につきましては１３ページ以降の各調査項目に

沿って御説明いたします。 

１３ページを御覧ください。青森県の調査結果です。１３ページから

１４ページにかけて水温の調査結果を記載しています。１３ページの図

－２．１のとおり表層水温は１４．６℃～１４．９℃の範囲でした。ま

た、１４ページの図－２．２に１０ｍ以浅及び全層の鉛直分布を示しま

した。表層を含む全体の水温は１４．６℃～１５．６℃の範囲でした。

１５ページでございます。１５ページ及び１６ページに塩分の調査結

果を記載しています。１５ページの図－２．３のとおり、表層の塩分は

３３．６～３３．８の範囲でした。また、１６ページ図－２．４に１０

ｍ以浅及び全層の鉛直分布を示しました。表層を含む全体の塩分は 

３３．６～３３．８の範囲でした。 

次に東北電力の調査結果です。１７ページに取放水温度の調査結果を
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記載しております。取水口の温度は７．８℃～１８．９℃であり、放水

口の温度は８．０℃～１８．９℃の範囲でした。 

お開きいただきまして１８ページ及び１９ページに水温の調査結果を

記載しております。１８ページの図－３．１のとおり、０．５ｍ層にお

ける水温は１１．４℃～１３．１℃の範囲でした。１９ページの図－ 

３．２に鉛直分布を示しました。全体の水温は１１．４℃～１３．２℃

の範囲でした。また、調査前日から調査当日の流れは、北に向かう流れ

と南に向かう流れが交互に見られ、調査時は北流傾向を示していました。

２０ページをお開きいただきます。２０ページ及び２１ページに塩分

の調査結果を記載しています。２０ページの図－３．３のとおり、 

０．５メートル層における塩分は３３．２～３３．８の範囲でした。 

２１ページ図－３．４に鉛直分布を示しました。全体の塩分は３３．２

～３３．９の範囲でした。 

２２ページお開きいただきます。流況の調査結果を記載しています。

流向は汀線、海岸線にほぼ並行な流れで北と北北東に向う流れ及び南南

西に向う流れが卓越していました。流速は岸沿いで１秒当たり３０㎝ま

でが大部分を占めており、沖合側で１秒当たり４０㎝までが大部分を占

めていました。 

２３ページ及び２４ページに水質及び底質の調査結果を記載していま

す。各項目の調査結果は表－３．２及び表－３．３に記載のとおりで、

概ねこれまでの調査結果と同様の範囲となっております。 

２５ページに卵・稚仔の調査結果を記載しています。卵はキュウリエ

ソなど７種類が出現し、平均個数は１，０００㎥当たり１５個でした。

稚仔はアイナメ属など４種類が出現し、平均個体数は１，０００㎥当た

り２個体でした。 

２６ページお開きいただきます。プランクトンの調査結果を記載して

います。動物プランクトンはコペポーダ、ノープリウスを中心に６５種

類が出現し、平均個体数は１㎥当たり６，４３４個体でした。植物プラ

ンクトンはクリプト植物を中心に６１種類が出現し、平均細胞数は１Ｌ

当たり１８，０６０細胞でした。 

２７ページに海藻草類と底生生物の調査結果を記載しております。海

藻草類はサビ亜科など５４種類が出現しました。底生生物はキンコ科な

ど６種類が出現し、平均個体数は１㎡当たり７個体でした。生物の結果

においても概ねこれまでの調査結果と同様の範囲となっております。 

２８ページ以降は、資料編となっていますので参考にしてください。

以上で説明を終わります。 

 

議 長 ただ今、説明のありましたことについて御質問あればお受けいたしま

す。よろしいですか。 
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大桃委員 質問ではないですけど。 

議 長 お願いします。 

大桃委員 例えば、１９ページに表層水温の鉛直分布が出ておりますけれど、こ

こ１０年位は表面海水の温度というのはあまり変わってないそうです

ね。この間テレビを見ていましたら、非常に不思議なことに数百メート

ル以深の深海の水温が直線的に上昇しているそうです。ここでは深海水

温は測定対象に入っておりません。このデータはこのデータとして非常

に貴重なものとして受けとめますけれども、そういうような色々な情報

が集められたら集めておいていただければと思います。 

 以上です。 

 

議 長 ありがとうございます。それではそのようにお願いします。 

その他、御意見、御質問ありますでしょうか。それでは今後も引き続

き、ただ今の御意見も含め、調査継続してデータの収集に努めていただ

きたいと思います。 

それでは、その他の事項に入ります。順次説明していただきます。質

疑は最後にまとめて行いたいと思います。それでは次第の順序に従いま

して、各事業者の皆様から説明をお願いいたします。 

 

日本原燃㈱ 

山本取締役 

日本原燃の山本でございます。参考資料１に基づきまして、原子燃料

サイクル事業の現在の状況について御説明いたします。 

１．共通事項の（１）平成２８年度使用済燃料等の輸送計画につきま

しては、下の表に示しておりますとおり、使用済燃料、返還ガラス固化

体、低レベル放射性廃棄物につきまして、記載のとおりの計画をしてご

ざいます。 

（２）原子力事業者防災業務計画の修正でございます。３月２３日に

内閣総理大臣及び原子力規制委員会に濃縮事業部、埋設事業部、再処理

事業所の原子力事業者防災業務計画修正届出書を提出をしております。

（３）電波法に基づく高周波利用設備の申請漏れ。電波法に基づく高

周波利用設備について、本来設置等の許可申請を行った上で許可を受け

た上、使用すべきところ、一部の設備に使用漏れを確認しまして、その

内容を総務省の東北総合通信局に報告をしております。今後、原因調査

を進めて再発防止に取り組んでまいります。なお、申請漏れが確認され

た設備につきましては、現在使用停止でありますが、安全上事業運営上

の影響がないことを確認しております。 

（４）原子力施設の耐震安全性に係わる新たな科学的・技術的知見の
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継続的な収集及び評価への反映等のための取組についてでございます。

４月２７日に本取組の２０１５年度の状況について、原子力規制委員会

に報告をいたしました。 

次のページでございます。（５）経営機構改革でございます。当社はガ

バナンス強化等の観点から、経営機構改革を実施することといたしまし

た。取締役会の監督機能を強化するため、電力業界以外から社外取締役

３名を招聘する等により改革後の取締役数は、社内取締役４名、電力社

外取締役１０名、電力業務以外の取締役３名の合計１７名となる、半数

以上を社外取締役が締めることで、取締役会の監督機能の強化、意思決

定の透明性の向上を図ることといたしております。 

また、ガバナンスをより強化するための対策として、組織改正を行い

ます。主な内容としては品質保証室と安全本部を統合し、新たに安全・

品質本部を設置する。品質保証室から監査部門を分離して、新たに監査

室を設置する。また、地域本部と業務本部を統合し、新たに地域・業務

本部を設置するというものでございます。実施時期につきましては、取

締役会の強化、組織改正、いずれも６月３０日をもって実施することと

しております。 

２．ウラン濃縮事業（１）の運転状況につきましては、ＲＥ－２Ａの

初期導入７５トン分が生産運転中でございます。 

３．低レベル放射線廃棄物埋設事業につきましては、（１）低レベル放

射性廃棄物埋設センターへの廃棄体受入れ状況は６月１２日に北陸電力

より４８０本を受入れております。 

（２）低レベル放射性廃棄物受入れ・埋設実績ですが、これは４月か

ら５月末までの実績で受入れ埋設とも０でございました。 

４．高レベル放射性廃棄物管理事業でございます。 

（１）返還ガラス固化体の受入れ件数状況につきましては、昨年９月

に受入れました５基１２４本について、輸送容器の４基目と５基目の受

入れ検査と収納をいたしました。３月２７日に完了しております。 

（２）の固化体の受入れ管理実績につきましては、４月から５月末ま

での合計で受入れ管理とも０でございます。 

次のページでございます。５番、再処理事業（１）の工事進捗状況に

つきましては、５月末現在で本体工事進捗率約９９％でございます。 

（２）アクティブ試験の進捗率につきましては５月末現在で約９６％。

（３）使用済み燃料の受入れ量・再処理量につきましては４月から５

月末までの実績で、受入れ・再処理量とも０でございます。 

（４）再処理施設受入金物の健全性の確認の実施でございますが、昨

年８月２６日に再処理施設の一般共同溝の中で、一般蒸気配管のサポー

トを固定している埋込金物、これは下の方の※２で書いてございますけ

れども、機器や配管を支持するためにコンクリートの表面に固定されて
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いる板状の金物でございます。これがコンクリートの壁面より浮きあが

っていることを確認しました。ということで、再処理施設全数の埋込金

物の健全性を確認する計画といたしました。 

施設全体の埋込金物約４８３，０００枚ございますが、このうち約 

３５７，０００枚について、目視等による外観検査を行いまして異常が

ないことを確認いたしました。外観確認ができなかったもの約 

１２６，０００枚については、周辺の状況等により異常がないことを確

認しております。また、一般共同溝に設置された埋込金物のうち 

２００３年の点検で記録不十分としたものについては、超音波探傷試験

を実施して、１０，５９９枚が健全、２１６枚が規格外ということを確

認いたしました。規格外となった埋込金物２１６枚のうち、使用してい

ない５８枚を除きまして、１５７枚については応急措置を実施いたして

おります。残る１枚については仮設のサポートで補強を行っております。

（５）再処理工場使用済燃料受入れ・貯蔵建屋における火災でござい

ますが、１２月１６日に使用済燃料受入れ・貯蔵建屋でＩＡＥＡの査察

官が、ＩＡＥＡの査察機器が収納されているキャビネット内で、黒い粉、

黒い異物を確認しておりました。その原因と査察防止対策が以下のとお

りでございます。原因につきましては、ＩＡＥＡが調査した結果、火災

の直接原因はバッテリーの異常発熱によるものであることが判明いたし

ました。また、当該バッテリーを分解したところ、正規品ではなかった

ということが判明しまして、バッテリーの設計構造及び製造の品質が粗

悪だったため、異常発熱を引き起こしたものであると推定をしておりま

す。 

再発防止対策につきましては、ＩＡＥＡは納入されたバッテリーの受

入れ検査に、破壊検査を含め、品質管理を強化しておりまして、当社に

設置しているすべてのバッテリーを１月２５日までに正規品に交換をい

たしました。 

次のページでございます。（６）東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電

所で確認された不適切なケーブルの敷設に係る報告書の提出でございま

す。原子力委員会から指示文書に基づきまして調査を実施して、すべて

の調査を終えて、４月２８日に同委員会に報告書を提出いたしました。

調査結果としては、再処理工場の調査対象１２建屋すべてについて、

法令に違反するケーブルの敷設はないことを確認いたしました。制御建

屋中央制御室等床下においては社内基準を満たさないケーブルを確認い

たしました。これらすべて計装制御系のケーブルであり、安全上の影響

がないものと評価をしておりますけれども、適切な状態となるよう是正

処置を行うこととし、処置完了まで使用停止や監視強化等の措置を実施

することとしております。 

原因につきましては、中央制御室等の床下のケーブル敷設ルートを示
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す図面等の情報がなかったことによりまして、異なる系統のケーブルを

分離する等の社内基準を満たすルート設定が検討できなかったこと及び

ＯＡ機器等の一般のケーブルは社内基準の適応外であったということ

で、当該基準の要求に対する評価が行われなかったということを確認い

たしました。 

（７）再処理事業所ボイラ用燃料受入れ貯蔵所西側付近におけるタン

クローリーからの軽油の漏えいでございます。４月５日、ボイラ用燃料

受入れ貯蔵所西側付近において、巡回点検中の協力会社社員が、駐車し

ているタンクローリーの給油ノズル付近から軽油がアスファルト上に漏

えいしていることを発見しました。その後、当社の社員が漏えいである

ことを確認し、さらに漏えいした軽油のふき取りおよびタンクローリー

のタンクからの軽油の抜き取りを実施しております。原因については現

在調査中でございます。 

（８）再処理工場使用済燃料受入れ貯蔵建屋における非常用無停電交

流電源装置の故障ございます。５月１６日に使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋におきまして、Ａ系の非常用無停電交流電源装置が故障いたしました。

故障をした当該装置に接続された機器につきましては、外部電源から電

源供給がなされており、正常に動作していることを確認しております。

万一外部電源が喪失した場合においてもＢ系の非常用無停電電源装置お

よび非常用ディーゼル発電機より機器に給電されることから、安全上の

影響はなく、故障した当該機器は５月２３日に復旧しております。原因

については現在調査中でございます。 

次のページでございます。６番、ＭＯＸ燃料加工事業につきましては、

工事進捗率が５月末現在で約１１．８％でございます。 

以上でございます。 

 

東北電力㈱ 

火力原子力本部 

原子力部 

大渕部長 

東北電力の大渕でございます。 

それでは、参考資料２に基づきまして東通原子力発電所の現在の状況

について説明をいたします。 

運転状況と電気出力につきましては、定期検査実施中でございますの

で、電気出力が０でございます。 

次に、３番のその他以降について説明をいたします。要点に絞って説

明をさせていただきます。 

はじめに（１）の東通原子力発電所１号機における非常ディーゼル発

電機Ａからの軽油漏えいについてでございます。別紙１を御覧ください。

４月１４日に東通１号機の原子炉建屋において、非常用ディーゼル発電

機Ａの定期試験を行った際、燃料循環ポンプ付近に設置されている圧力

調整弁、①ですが、軽油が漏えいしていることを確認しました。この黄

色の囲みの部分になります。漏えい量は約２５リットルと推定しており
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ます。その後、この非常用ディーゼル発電機を停止しまして、当該弁の

上流側に設置されている弁を閉じまして、軽油の漏えい停止を確認して

おります。本事象は東通のトラブル等対応要領における危険物の流出に

該当すると判断をいたしまして、関係箇所に連絡をしております。なお、

電源については外部電源が３回線確保されておりまして、非常電源もデ

ィーゼル発電機のＢと大容量電源装置がありますので、こういったもの

が稼働可能な状態となっております。 

次に、事象発生の原因でございます。別紙１の右下を御覧ください。

この弁の外観点検あるいは分解点検を行った結果、油圧の調整ハンドル

の位置を固定するロックナット、この水色の部分が緩んで、調整ハンド

ルが適正位置から開側に移動したことにより、当該弁内のＯリングが所

定の位置からずれて、空気の抜き穴の位置に達し、ここから軽油が漏え

いしたということが推定されております。このロックナットが緩んだ原

因は、ロックナットの締め付けが不十分な状態において、非常ディーゼ

ル発電機Ａを動かしたことにより、震動が作用したためと考えてござい

ます。 

２ページ目にお戻りください。２ページ目の上の方になります。上記

の推定原因に関してということで、再発防止対策として、そこに示して

おります３つの再発防止対策を講じまして、非常用ディーゼル発電機Ａ

を４月３０日に復旧しております。 

次に（２）の当社原子力発電所におけるケーブル不適切な敷設に係る

調査結果等について説明いたします。先ほど日本原燃さんからもお話あ

りましたけれども、当社分の調査結果についてになります。本件は前回

２月２３日の監視委員会で報告しました事案の調査結果並びに再発防止

対策となります。調査結果については、３月２９日に原子力規制委員会

に報告しております。このうち東通においては、中央制御室の床下にお

ける分離版の損傷等が１４箇所並びに現場ケーブルトレイにおけるケー

ブルの不適切な敷設が９本ということで確認されております。こういっ

た不適切な敷設状態が確認された場所の是正は概ね完了しておりますけ

れども、引き続き計画的に是正を進めまして、再発防止対策を確実に実

施していきたいと考えております。 

調査結果の再発防止対策等については、別紙２に概要を示しておりま

すので、後ほど御覧いただければと思います。 

次に（３）の東通原子力発電所敷地内断層に関する補足調査の追加実

施について説明いたします。東通の敷地内断層につきましては、新規制

基準適合性審査での説明性向上を図るため、昨年の１０月より補足調査

を実施しておりますけれども、昨年１１月に開催されました審査会合に

おけるコメント、あるいは４月２２日の審査会合における耐震重要施設

直下のｆ－１断層についてのデータ拡充を図るといったコメントが出て
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おりますので、今回調査内容を拡大して調査項目の追加を行うことにし

ました。別紙３を御覧ください。発電所の敷地等をここに示しておりま

すけれども、右上の補足調査の追加実施内容、これが今回の補足調査の

内容でございます。追加調査としましては、敷地北方の海域等での海上

音波探査、あるいは海陸連続探査、これを実施して敷地内での断層の地

下深部の構造を確認する、あるいはそのｆ－１断層については、既存ト

レンチの底面をもう少し掘削しまして、断層の観察分析を行うことにし

ております。調査は既に開始されておりますけれども、調査期間として

は４月１１日から４ヵ月程度を予定しております。この調査結果につい

ては、今後審査会合において説明していくこととしております。 

もう一度３ページにお戻りください。（４）につきましては東通原子力

発電所の防災業務実施計画の修正を届出したというものでございます。

（５）につきましては、これは当社原子力発電所に緊急時対策所を設

計見直しということで、緊急時対策所について免震構造から耐震構造の

建物を見直す旨のプレスをしたものになります。いずれも安全性向上の

ために取り組んでいる事例でございます。 

後ほど資料も含めまして見ていただければと思っております。 

東北電力からは以上でございます。 

 

リサイクル 

燃料貯蔵㈱ 

高橋技術部長 

リサイクル燃料貯蔵の高橋でございます。 

資料、参考資料３の方を御覧いただきたいと思います。リサイクル燃

料備蓄センターの現在の状況について御説明いたします。 

まず、新規制基準の適合性審査の状況ですけれども、（１）審査の進め

方の見直しについてですが、当社施設の新規制基準の適合性確認審査は

これまで原子力規制庁によるヒアリングで審査されておりましたけれど

も、６月１日に開催された第１２回原子力規制委員会で公開での審査会

議にて行われることとより、６月６日に施設関係の竜巻影響の評価、６

月１０日に地震等関係の敷地及び敷地周辺の地質、地質構造の審査会議

が実施されました。 

（２）審査の状況についてですが、施設関係の審査は６月６日の審査

会合において、竜巻影響評価が了承されましたので、主な審査は終了し、

地震・津波等のコメント回答が残ってございます。これについては地震・

津波側の審査が終了した段階で回答していく予定となってございます。

一方で地震等関係の審査は６月１０日の敷地及び敷地周辺の地質、地質

構造の審査会合において、敷地内は審議が終了してございます。また敷

地周辺については継続審議となってございます。今後、地質、火山、基

準地震動、津波影響評価等について順次審査会議にて審議していくこと

になりますので、この対応に全力で取り組んで参ります。 

２つ目、原子力事業者防災業務計画の修正届け出でございますけれど
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も、こちらは日本原燃さんと同様にですね、修正を行いまして２８年３

月１８日に提出してございます。 

次のページお願いいたします。３．使用済燃料貯蔵施設における設計

及び工事の方法の変更認可申請書の提出でございますけれども、こちら

につきましては、新規制基準の適合審査の状況を踏まえ、記載の適正化、

品質管理の方法等の追加を行いまして、標記設計及び工事の方法の変更

認可申請書を平成２８年３月２２日に提出してございます。 

４．原子力施設の耐震安全性に係る新たな科学的・技術的知見の継続

的な収集及び評価への反映等のための取組についてでございますけれ

ど、こちらは日本原燃さんと同様に４月２７日に原子力規制委員会に提

出してございます。 

５．リサイクル燃料備蓄センター使用済燃料貯蔵施設保安規定の認可

申請書の一部補正でございますけれども、これにつきましては、現在ま

での新規制基準適合性確認を受けるため、新規制基準に基づく記載の追

加や使用済燃料貯蔵事業変更許可申請書の一部の補正の運用に反映した

ものを、平成２８年５月１７日に保安規定として一部補正を出してござ

います。 

私からは以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。ただ今、順次説明ありましたことについて

御質問あればお受けいたします。 

お願いします。 

 

大桃委員 参考資料１の３ページ、（５）再処理工場使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

（管理区域内）における火災とございますが、ちょうど中頃のところに、

バッテリーを分解したところ、正規部品ではなかったことが判明し、バ

ッテリーの設計構造及び製造の品質が粗悪だったため、異常発熱を引き

起こしたものである。とこう書いてございますが、これはあくまでも責

任はＩＡＥＡにあって、日本原燃そのものは、これはノータッチである

ということでよろしいんですね。 

 

日本原燃㈱ 

山本取締役 

原因究明はですね、ＩＡＥＡのこれは、持ち物自体がＩＡＥＡの機器

でございますので、ＩＡＥＡが原因究明をするということでございます

が、それは国から、原子力規制庁からも原因究明と対策をしっかりやり

なさいという要請もございますので、私共も国を通してＩＡＥＡにそう

いう原因究明と再発防止対策を要請しております。 
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議 長 その他ございませんでしょうか。全体をとおした御意見、御質問でも

結構でございます。 

それでは無いようでございますので、これで当会議の審議事項すべて

終了いたしました。本日の会議を終了いたしたいと思います。どうもあ

りがとうございました。マイクをお返しします。 

 

司 会 以上をもちまして平成２８年度第１回青森県原子力施設環境放射線等

監視評価会議監視委員会を閉会いたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

 


